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結 核 性 肺 空 洞 のX線 診 断 の 限 界

第2編 空 洞 の 診 断 率 そ の1

本 田 穰

結核予防会保生園(園 長 御園生圭輔)

受 付 昭和55年11月9日

緒 言

第1編1)に おいて著者は,切 除肺における空洞が,

X線 写真上に,ど の 程度透亮を あらわすかにっいて検

討 した。その結果空洞の性状によってはX線 写真上に

透亮をあ らわしててない ものが,か な り存在するとい う

てとを知 りえたのである。そしてかかる場含は通常,誘

導気管枝像の存在,肋 膜の部分的肥厚,あ るいは排菌等

の所見によ り空洞の存在が推定 されるにすぎない。

本編においては,ま ず空洞診断の もっとも大 きな手が

か りである透亮の診断率を検討 し,っ いで透亮が認め ら

れた場合はもちろん,透 亮を認めない場合でも,も しX

線写真上に有力な所見が存在して,空 洞であると考えら

れた場合は,て れをも含めて空洞の診断率を検討した。

なお,透 亮の読みすぎにっいて もその内容にっいて詳細

に検討を行った。

研究材料および研究方法

対象 とした材料は,結 核予防会保生園において,1957

表1切 除 の 種 類

表2 X線 写真撮影より切除までの期間

表5切 除前化学療法の施行期間

年度に行われた切除例か ら,無 作為的にえらんだ87例

(空洞67例,非 空洞20例,空 洞として取扱った もの

はいずれ も明 らかに組織欠損を認めた ものである)で あ

る。X線 写真の撮影条件は第1編 において述べたと同

様であ り,い ずれ も切除直前の ものを 用いた。切除の

種類,撮 影よ り切除までの期間,切 除前化学療法の施行

期間をそれぞれ,表1～3に しめした。

X線 写真の読影は,切 除材料をみていない5名 の医

師(A,B, C, D, Eで あ らわす)が それぞれ独立

に行い(透 亮ならびに透亮のほかに空洞の存在を考えさ

せる所見を加えた診断とに分かち,前 者を透亮の診断,

後者を空洞の診断と区別した),そ の 読影所見と切除材

料所見とを対比 した(対 比は著者1人 で行った)。 判定

の方法はっぎの通 りである。

1.透 亮の診断

i)的 中:a)X線 写真上透亮あ り,ま たは透亮の

疑いあ りと読んで,切 除材料においてそれに確実に対応

する空洞が存在 した場合。

b)透 亮なしと読んで,切 除材料にもそれに対応 して
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空洞が存在しなかった場合。

ii)読 みす ぎ:透 亮あ りまたは疑いありと読んだが,

切 除材料においては,て れに対応する空洞が存在 しなか

つた場合。

iii)読 みおとし:観 なしと読んだ 場合,切 除材料

中,い わゆる透亮をあらわしうると考えられる空洞が存

在し,材 料所見よ りx線 写真観 直して,明 らかに透

亮あ り,ま たは疑いあ りと判定された場合。

2,空 洞の診断

i)的 中:X線 写真上空洞あり,ま たは空洞の疑いあ

りと読んで,切 除材料にそれに対応する空洞が認められ

た場合。

ii)読 みすぎ:空 洞効 または疑いありと読んで,実

際は切除材料にてれに対応する空洞が存在 しなかった場

合。

iii)読 みおとし:空 洞なしと読んで,切 除材料では空

洞が存在 した場合。

成 績

I.透 亮の診断率

5名 の読影者によつて透 亮あ り透 亮の疑いあ りあ

るいは観 なしと読んだ場合に,全 員が的中した数,全

員が読みすぎであった数を表4に しめした。 全員が透

亮を読みおとした例は認められなかった。ての表以外の

もの,す なわち稲64%,平 面+断 層42%と い うも

のが,5名 のうちの誰かによ り正しく読まれるか,読 み

すぎか,あ るいは読みおとしが行われるわけである。つ

ぎに,的 中率,読 みすぎ率,読 みおとし率のそれぞれに

っいて検討する。

1.透 亮ありと読んだ場合(表5)

i)的 中率 二平面では47～81%と 各読影者間にか

な りの差が認め られる。平面+断 層によると85～93%

であ り,か な り一定した成績がえられ,か っ,平 面のみ

よりも高い的中率をしめした。各読影者の的中数の全空

洞に対してしめる比率は,平 面25～34%で 大体30%

前後であ り,第1編 における透亮の明 らかな ものの発見

表4透 亮 の 診 断 率

A)全 員が的中した例数

B)全 員が読みすぎであった例数

C)全 員が読みおとした例数 ……なし

表5透 亮 の 診 断 率

〔透亮ありと読んだ場合〕

表6透 亮 の 診 断 率

〔透亮の疑いありと読んだ場合〕

率とほぼ等 しい成績であった。平面+断 層では40～51

%で あ り,第1編 の成績よりやや低い。

ii)読 みす ぎ率:平 面では19～53%,と か なりの変
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表7透 亮 の 診 断 率

〔透亮なしと読んだ場合〕

注; 1)空 洞,非空洞は切除材料における所見をあらわす

2) ( )内は百分率

動をしめした。平面+断 層によると,7～15%で あ

り,大 きな差は認めず,か っ平面よ り低い読みすぎ率で

ある。

2.透 亮の疑いありと読んだ場合(表6)

i)的 中率:平 面では21～63% ,平 面+断 層による

と17～44%で,い ずれ もかな り低い的中率をしめし,

かっ,各 読影者間にかな り大 きい差が認められた
。的中

数の全空洞に対する比率は,平 面7～13% ,平 面+断

層3～12%で,大 体10%前 後 をしめし,第1編 に

おける12%,11%と ほぼ等 しい成績をしめした。

ii)読 みすぎ率:平 面では38～79%
,平 面+断 層に

よると56～83%と い う高い読みすぎ率をしめした
。

3.透 亮なしと読んだ場合(表7)

i)的 中率:透 亮なしと読んだ場合は
,非 空洞は もち

ろん,空 洞で透亮をあ らわさない ものが含 まれる。両者

を一緒にした的中率をみると,平 面72～83%,平 面+

断層77～97%で,後 者の方にやや高い 的中率をしめ

した。っぎに的中例を空洞,非 空洞に分けて,そ れぞれ

の全空洞および全非空洞に対する比率をみると
,空 洞で

は,平 面13～39%,平 面+断 層19～28%
,非 空洞で

は,平 面50～100%,平 面 十断層65～85%を しめし

た。非空洞の場合は透亮をあ らわさない ものであるが
,

平面で35～50%,平 面+断 層で15～35%が 透亮を

あらわす ものとして,い わゆる読みす ぎとなっているの

である。

ii)読 みわとし率;て れには, X線 写真 上透亮明 らか

な ものを読みおとした場合と,透 亮が疑わしいものを読

みおとした場合がある。

a)透 亮明らかなものを読みおとした場合:平 面3～

10%,平 面+断 層0～16%で あ り
,前 者では約7%,
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後者では約10%の 読 みおとしで あった。読みおとし

数の全空洞に対する比率は,平 面1～9%,平 面+断 層

0～7%で あ り,両 者とも約4%前 後の 読みおとし

となる。

b)透 亮の疑わしい ものを読みおとした場合:平 面

13～21%,平 面+断 層0～13%で あ り,後 者の 方に

読みおとしが少ない。読みおとし数の全空洞に対する比

率は,平 面6～12%で10%前 後,平 面+断 層0～

9%で4%前 後 であった。以上,透 亮なしと読んだ

場合平面より平面+断 層の方に的中率高 く,読 みおとし

が少ない傾向が認められた。

II.空 洞の診断率

5名 の読影者が,空 洞あ り,空 洞の疑いあり,お よび

空洞なしと読んだ場合,全 員が的中した数 読みす ぎた

数,読 みおとした数を表8に しめした。残 りの平面59

%,平 面+断 層58%と い う ものが,5名 の うち誰か

によ り正 しく読まれ,あ るいは読みす ぎ,読 みおとしと

なっているわけである。

表8空 洞 の 診 断 率

A)全 員が的中した例数

B)全 員が読みすぎた例数

C)全 員が読みおとした例数 …2例(3%)

っ ぎに的中率,読 みす ぎ率,読 みおとし率にっいて述

べ る。

1. 空洞 ありと読んだ場合(表9)

i)的 中率;平 面では76～91%,平 面 十断層 では

83～93%で あ り,両 者の間にほとんど差が認められな

い。的中数の 全空洞に対する比率を みると,平 面では

43～72%,平 面+断 層では60～70%で あった。前者

では各読影者間の差が大きいようである。

iの 読みす ぎ率:平 面では,9～24%,平 面+断 層

表9空 洞 の 診 断 率
〔空洞ありと読んだ場合〕

注;( )内 は百分率

表10空 洞 の 診 断 率

〔空洞の疑いありと読んだ場合〕

表11空 洞 の 診 断 率

〔空洞なしと読んだ場合〕

注;( )内 は百分率
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では7～17%と い う成績を えた。平面では20%以

下,平 面+断 層では10%前 後 の読みすぎが存在する

のである。

2.空 洞の疑いありと読んだ場合(表10)

i)的 中率:平 面では65～100%,平 面+断 層によ

ると67～100%と 両者の問にほとんど差を認めない。

各読影者の的中数には,か な りの差が存在する。全空洞

に対する比率をみると,平 面では3～24%,平 面+断

層では3～21%を しめした。

ii)読 みすぎ率:平 面では0～35% ,平 面+断 層で

は0～33%で 両者に差がなく,い ずれ も,0%を 劉

とすれば,30%程 度 の読みす ぎであつた。

3.空 洞なしと読んだ場合(表11)

i)的 中率:平 面32～40%,平 面+断 層36～50%

で後者にわずかに的中率が 高いが,い ずれ も50%以

下の低い的中率であった。的中数の全非空洞に対する比

率は,平 面で35～60%,平 面+断 層で55～85%で

あ り,後 者の方に的中率が高いが,そ れにして も,平 面

で40～65%,平 面+断 層で15～45%と い うものが,

空洞例 として誤 まって診断されているのである。

ii)読 みおとし率:平 面で60～68%,平 面 。一断層で

50～64%を しめした。読みおとし数の全空洞例に対す

る比率は,平 面22～33%,平 面+断 層16～37%で

あ り,両 者とも,大 体25%程 度 の読みおとしである。

(以下の成績 その他は本編その2に 記述する。)


